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（KUGS）を 2014 年度に策定した。KUGS は、共通教育、学士課程、大学院課程の教育の































方針に従って行われている。2016 年度には、約 300 科
目だった共通教育科目を、５つのスタンダードで整理・































































盤にした、これまでとは異なる独自の “ 物差し ” を社会
に提供したい。例えば、『総合科目』などの独自の新し
い受験科目を課すことなどを検討しています。金沢大学
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ある＜図表２＞。
　「KUGS 高大接続プログラム」は、対面参加型の Live







































































KUGS  Live セミナー
KUGS  ラウンドテーブル








































































＜図表３＞ KUGS 高大接続プログラム 課題レポート 評価基準（一部抜粋）
（注２）KUGS特別入試の詳細は、https://www.kanazawa-u.ac.jp/examination/event/koudaiを参照。
は共通テストを課さない特別入試であり、「A





























Ａ . 自己の立ち位置を知る能力 倫理観と科学的知⾒に基づく視野から⾃⼰の位置や使命を把握できている。
高度な倫理観と科学的知⾒に基づく広く深い視野
から⾃⼰の位置や使命を把握できている。














Ｅ . 未来の課題に取り組んでいく能力 広い視野から総合的に未来を予測し、未来の課題に取り組んでいく意欲をもっている。
広い視野から総合的に未来を予測し、未来の課題
に取り組んでいく能力をもっている。
※レベルは 1 〜５まであり、４、５のみを抜粋して掲載。 （KUGS 高大接続プログラム 課題レポート 評価基準より）
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